
のんびり広場 ( 波野保育園内☎ 24-2800）
● 3 月　7 日㊌　手形遊び・誕生会・計測日
● 3 月 1 ４日㊌　のんびりお別れ会
● 3 月 2 ８日㊌　絵本講座「絵本の選び方・読み聞かせ」

すくすく広場 ( 一の宮子育て支援センター☎ 22-4539）
● 3 月　１日㊍　牛乳パックでいす作り
● 3 月　６日㊋　おもちゃ作り
● 3 月　８日㊍　おやつ作り
● 3 月１３日㊋　運動遊び
● 3 月１６日㊎　わいわい子育て相談会
● 3 月２０日㊋　ダンボールで遊ぼう
● 3 月２２日㊍　ハンドメイドの日
● 3 月２７日㊋　誕生会・計測日
● 3 月２９日㊍　砂場で遊ぼう
● 4 月　３日㊋　みんなで遊ぼう
● 4 月　５日㊍　親子でふれあい遊び
ぴよぴよ広場 ( 阿蘇市子育て支援センター☎ 32-3843）
● 3 月　1 日㊍　乙姫の家に行こう（ひな祭り交流会）
● 3 月　7 日㊌　計測日・親子ふれあい体操・試食会
● 3 月 14 日㊌　ぴよぴよお別れ会
● 3 月 28 日㊌　絵本講座「絵本の選び方・読み聞かせ」

さくらんぼ広場 ( あそひかり幼稚園内 ☎ 22-0089）
● 3 月　2 日㊎　ひな祭りに参加しよう
● 3 月 12 日㊊　誕生会に参加しよう
Ｙっ子広場 ( 熊本 YMCA 黒川保育園内 ☎ 34-0402）
● 3 月　2 日㊎　ひな祭りに参加しよう
● 3 月 13 日㊋　春を感じて元気に遊ぼう①
● 3 月 27 日㊋　春を感じて元気に遊ぼう②
ポッポ広場 ( 阿蘇中央幼稚園内「南教室」 ☎ 32-3643）
● 3 月　2 日㊎　ひな祭り会に参加しよう
● 3 月　9 日㊎　わらべうた・ベビマッサージ
● 3 月２３日㊎　巨大寝相アートに挑戦
さぽさぽ広場 ( 古城保育園内 ☎ 22-0380）
● 3 月　7 日㊌　お箏演奏会
● 3 月１０日㊏　体験入学
● 3 月２０日㊋　ベビーマッサージ

※ 天候や講師の都合により日程が変更する場合があ
ります。あらかじめご了承ください。
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相 談

● 3 月　６日㊋　７～８カ月児健診　H29.7 生
● 3 月１３日㊋　４カ月児健診　H29.10.16 ～ 11.15 生
　　　　　　　　　　もうすぐ１歳健診　H29.4 生
● 3 月２０日㊋　３歳児健診　H26.8 生
● 3 月２７日㊋　１歳６カ月児健診　H28.7 生

●３月　４日㊐　家入整形外科　　　☎ 32-0048
●３月１１日㊐　小野主生医院　　　☎ 32-0039
●３月１８日㊐　大阿蘇病院　　　　☎ 22-2111
●３月２５日㊐　古閑医院　　　　　☎ 22-3000
●４月　１日㊐　阿蘇温泉病院　　　☎ 32-0881

在宅医

健 診

心配ごと相談
● 3 月１5 日㊍・4 月 5 日㊍ 9:30 ～ 12:00 阿蘇保健福祉センター
 問阿蘇市地域包括支援センター ☎ 32-5122
法律相談（消費問題・不動産・土地建物などに関すること）
● 4 月 5 日㊍ 9:30 ～ 12:00 阿蘇保健福祉センター
 問　阿蘇市地域包括支援センター ☎ 32-5122
年金出張相談 ( 国民年金・厚生年金）
● 3 月５日㊊・１９日㊊・4 月２日㊊ 一の宮保健センター
●3月12日㊊・２６日㊊ 農村環境改善センター(内牧）
※時間はいずれも 10:00 ～ 15:00 
 問　熊本東年金事務所 ☎ 096-367-2503
消費生活相談
● 3 月７日㊌・ ４月４日㊌ 10:00 ～ 15:00 内牧支所
 問阿蘇市生活相談センター ☎ 22-3364
認知症カフェ（相談や悩みを語り合える憩いの場）
● 3 月 7 日㊌ 10:00 ～ 13:00 阿蘇保健福祉センター
● 3 月 8 日㊍ 10:00 ～ 13:00 一の宮高齢者センター
 問阿蘇市地域包括支援センター ☎ 32-5122
障がい者相談（就業・生活）
● 3 月２０日㊋ 10:00 ～ 12:00 阿蘇市役所 2 階会議室
 問市役所福祉課 ☎ 22-3167
あそ若者就労相談会
● 3 月 12 日㊊・２６日㊊ 10:00 ～ 16:00 ハローワーク阿蘇
 問たまな若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ ☎ 0968-74-0007

子育て

※場所 : 一の宮保健センター（☎ 22-5088）
※対象者には個別に通知しています。

※診療時間 : 午前 9 時～午後 5 時
※受診の際は必ず保険証をご持参ください。

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

く ら し カ レ ン ダ ー＆お 慶 び ご 寄 付

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約 予

予

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約



  夫　　　・　　　妻　　　　　（行政区）

結 婚

米 寿

竹廣 ハツヨ
山内 八郎
草野 曻三
那須野 アヤ子
古閑 三代司
衛藤 武夫
筑紫 ツナ子
坂梨 増実
近藤 チヨ子

(北1区)
(東3区)
(西2区)
(古神3区)
( 古 閑 )
(西仲町)
(古城1区)
(古城1区)
( 中 原 )

郷 萬治
内野 冨代子
相良 タツエ
岩下 カチ子
佐藤 鈴子
中嶋 光子
田尻 一重
上島 アヤ子
佐藤 友惠

(荻の草)
(内牧5区)
(内牧5区)
( 折 戸 )
( 山 田 )
(下役犬原)
(上西黒川)
( 永 草 )
( 枳 )

氏名　　　(行政区) 氏名　　　 (行政区)

寄 付
【阿蘇市社会福祉協議会（香典返し）】

寄付者
藤原 信子
岡田 タカ子
山部 忠勝
吉岡 憲蔵
榊 保子
園田 万代子
渡邉 浩一
井澤 浩一
立石 敏博
岩下 ヒデ子
河瀬 千和子
島村 政子
飛田 誠治
佐藤 一男

（行政区）
(東2区)
( 桜 町 )
(古城4区)
( 片 隅 )
(小野田町)
( 道 尻 )
( 西 町 )
( 坊 中 )
(下西黒川)
( 乙 姫 )
( 永 草 )
( 赤 水 )
(楢木野)
( 中 江 )

物故者
嶺
良七
ツミ
浅子
亀敏
晴夫
敏郎
昭信　
フジ子
光久
幸喜
文博
照吉
君子

続柄
亡夫
亡夫
亡母
亡母
亡夫
亡夫
亡弟
亡父
亡母
亡夫
亡夫
亡夫
亡父
亡妻

（昭和 5 年 2 月生まれ）

（1 月 31 日受付分まで）

（1 月 31 日受付分まで）

（1 月 31 日受付分まで）

赤ちゃん 誕生日 パパ・ママ  (行政区)
鳴川 大

だ い き

希くん

岩下 愛
おうれん

蓮くん

山西 釉
ゆ づ き

月ちゃん

山部 心
ま な と

翔くん

髙橋 梨
り い な

衣奈ちゃん

上村 琴
こ と は

華ちゃん

山下 由
ゆ き の

季乃ちゃん

道口 莉
り お

和ちゃん

興梠 陽
は る み

美ちゃん

梶原 颯
さ す け

助くん

田嶋 花
か の は

羽ちゃん

鈴木 律
り つ は

葉ちゃん

田代 剣
けんじろう

二郎くん

河野 梓
あずさ

ちゃん

上島 琉
る い と

愛くん

緑　大
ひ ろ と

登くん

緑 幸
こ う た ろ う

太郎くん

花堂 心
しんげん

絃くん

12月26日
12月27日
12月28日
12月31日
12月31日
12月31日
1 月 4 日
1 月 9 日
1 月 9 日
1月11日
1月15日
1月17日
1月18日
1月19日
1月19日
1月25日
1月25日
1月26日

( 馬 場 )
(北2区)
(狩尾1区)
( 塩 塚 )
(内牧2区)
(南黒川)
( 西 町 )
(古神3区)
(小地野)
(内牧2区)
(内牧1区)
(北2区)
( 坊 中 )
( 滝 水 )
( 永 草 )

(黒川千丁)

龍 男
剛

貴 人
宗一郎

塁
大 樹

明
和 人

隆
悠 司
竜 次
康 隆
秀 晃
進之介
友 貴

雅 貴

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

さつき
美寿々
万 帆
真 理
樹 里
ひとみ
春 加
真 由
古乃美
知 佳

渚
純

智 美
由 美
美由紀

千 尋
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（2018 年 1 月 31 日時点）
人口 （男性） （女性） 世帯

人数・世帯数 26,732 人 12,643 人 14,189 人 11,409 世
帯

前月比 41 人 減 14 人 減 27 人 減 4 世帯 減

出生 死亡 転入 転出

19 人 45 人 69 人 91 人

人の動き

※ 本ページ内の氏名は敬称を省略させていただいています。また、各情報は希望者のみ掲載しています。

（1/1 ～ 1/31）

江藤 大作 ・ 大田 莉衣 (古城1区)

広
告

赤ちゃん

( 福 岡 )幸 博・亜加音



平成29年度阿蘇づくり大賞に

「碧水ホタルの里」
　

平
成
30
年
２
月
23
日
、阿
蘇
青
少

年
交
流
の
家
に
て「
第
12
回
サ
テ
ラ

イ
ト
協
議
会
全
体
会
議
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
で
は
、

阿
蘇
市
の
中
で
特
に
大
切
に
守
り
伝

え
て
い
き
た
い
地
域
の
宝（
名
所
旧

跡
等
の
お
ス
ス
メ
ス
ポ
ッ
ト
）を「
サ

テ
ラ
イ
ト
」と
呼
ん
で
、地
域
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
保
全・
活
用
し
て
い
く

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、89
の
サ
テ
ラ
イ
ト
が
あ
り
、

そ
の
中
で
今
年
度
最
も
精
力
的
に
活

動
を
行
っ
た
サ
テ
ラ
イ
ト
に
対
し

て
、「
阿
蘇
づ
く
り
大
賞
」を
授
与
し

て
い
ま
す
。平
成
29
年
度
は
、こ
の

「
阿
蘇
づ
く
り
大
賞
」に「
碧
水
ホ
タ

ル
の
里
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は「
碧
水
ホ
タ
ル
の
里
」の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ASO 田園空間博物館通信　No.73

阿蘇づくり大賞
　「碧水ホタルの里」　碧水ホタルの里（北黒川区）
優秀賞
　「わくど石」　手野名水会（手野）
田空賞
　「乳の木」　元気ならぎの！（楢木野区）
　「福の神大黒天」　新町活性化福の会（新町）

平成 29 年度「阿蘇づくり大賞」
他 受賞サテライト

あなたの地域の
「サテライト」募集中！
皆さまの地域にある歴史や由
緒ある場所、残しておきたい大
切なもの、伝統、文化などをサ
テライトに登録しませんか？
ASO 田園空間博物館では、地
域住民（団体）の行うサテライ
ト保全継承活動を応援してい
ます。

【お問い合わせ】
ASO田園空間博物館事務局
☎ 35－ 5077

「碧水ホタルの里」のメンバー９名。北黒川区に流れる田代川周辺のホタルの発生地一帯を管理しています。

262018.3 広報あそ 



①ホタルの里周辺の清掃、整備
　年に 3 回程度、河川の清掃、除草、竹の伐採を行っ
ています。また、ホタルの時期以外でも散策が楽しめ
るよう、ホタルの里に彼岸花など季節の花の植え付け
などを行っています。

②�ホタルの里を活用した「ホタルツアー」の開催
　当初は、「地元の子ども達にホタルの里について
知ってもらいたい」という想いが強く、地元の小学生
を対象にホタルツアーを開催していました。平成 23
年以降は、より活動の幅を広げるため、阿蘇市内外に
向けて参加者を募っています。
　平成29年度も6月の週末に全7回のツアーを開催し、
子どもからお年寄りまでおよそ 300 人を案内しました。

③ホタルの養殖
　平成 24 年度から、ホタルの養殖をスタートしまし
た。メンバーはこれまでホタルの養殖を行ったことが
なく、試行錯誤の連続でした。
　初年度は自然の中に卵を放流したところ、あまり目
立った増加は見られませんでした。次年度は人工ふ化
を試みましたが、それでも期待通りにはいかず、3 つ
の箱の内、成功したのは 1 箱のみでした。
　この状況にもめげず、平成 26 年度に養殖場を整備
したところ、見事多数のふ化に成功し、ホタルの数は
激増してこれまでの倍の数になりました。
　しかし、平成 28 年度は熊本地震で養殖場が被災。
再度整備が必要になるなど、まだまだ苦労は絶えませ
んが、昨年も無事人工ふ化に成功しています。

「碧水ホタルの里」の嶋村征司会長

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

昭
和
20
年
代
、北
黒
川
地
区
を
流

れ
る
川
は
美
し
く
、毎
年
ホ
タ
ル
が

乱
舞
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、農
薬

の
影
響
か
、以
後
、急
速
に
ホ
タ
ル
の

数
が
激
減
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
平
成
16
年
に
北
黒
川
区
が
補
助
金

な
ど
を
活
用
し
て
区
内
の
河
川
を
ホ

タ
ル
が
生
息
で
き
る
よ
う
に
整
備
し

た
こ
と
で
、ホ
タ
ル
は
少
し
ず
つ
増

え
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
活
動
を
継
続
さ
せ
る
た
め
、

平
成
21
年
に
有
志
が
集
い
、「
碧
水
ホ

タ
ル
の
里
」を
結
成
し
、ホ
タ
ル
が
あ

ふ
れ
る
里
づ
く
り
と
そ
の
普
及
を
目

的
に
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「碧水ホタルの里」の主な活動内容

養殖場整備の様子

ホタルツアーの様子

碧
水
ホ
タ
ル
の
里
の

こ
れ
か
ら

　
「
碧
水
ホ
タ
ル
の
里
」の
嶋
村
征

司
会
長(

北
黒
川
区)

は
、今
後
の

取
り
組
み
や
目
標
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
語
り
ま
す
。

　
「
活
動
を
始
め
て
９
年
目
に
入
る

が
、年
々
活
動
に
対
す
る
地
域
住
民

の
理
解
が
深
ま
っ
て
き
た
。地
域
の

皆
さ
ん
の
応
援
が
一
番
の
励
み
に

な
る
。今
後
は
、ホ
タ
ル
の
人
工
ふ

化・
養
殖
の
規
模
を
よ
り
一
層
拡
大

し
、ま
た
、水
車
な
ど
を
設
置
し
て

雰
囲
気
づ
く
り
も
行
い
、阿
蘇
を

代
表
す
る
ホ
タ
ル
の
里
に
な
れ
る

よ
う
努
め
た
い
。さ
ら
に
は
、ホ
タ

ル
を
通
じ
て
集
落
の
経
済
効
果
を

出
せ
る
と
よ
い
。例
え
ば
、「
ホ
タ
ル

米
」な
ど
の
地
元
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド

化
や
統
一
し
た
ロ
ゴ
な
ど
を
使
っ

た
野
菜
販
売
な
ど
が
集
落
ぐ
る
み

で
で
き
る
と
よ
い
。「
碧
水
ホ
タ
ル

の
里
」の
取
り
組
み
を
集
落
全
体
の

活
性
化
へ
と
つ
な
ぎ
た
い
。」

　

嶋
村
会
長
の
言
葉
に
、地
域
の
将

来
を
考
え
た
熱
い
想
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　

今
後
も「
碧
水
ホ
タ
ル
の
里
」の

取
り
組
み
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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